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2.系外惑星WASP-43ｂのトランジット観測

4.校内でのトランジット観測

(1)観測
日時 2025年 2月28日
場所 西はりま天文台
予報時刻 22:44～23:54
撮影時間 22:19～24:51
観測対象 WASP-43b

ろくぶんぎ座，Mv12.3
赤経10h19m37.96s，
赤緯09˚48’23.20

使用機材
口径60cm，距離7200㎜，反射望遠鏡
冷却CCDカメラSBIG STL-1001E
Vバンド，露出30秒

(2)解析
すばる画像解析ソフト「Makali’i」を使用し解析を行った。

る。撮影データのノイズ除去を行ったあと、対象星と比較
星のカウント値を得た。

(3)比較星について

1.はじめに

図1)太陽系外惑星とは

図2)トランジット法

図3)実際に撮影したもの

<使用機材>
・口径28cm、焦点距離2800mm
セレストロンシュミカセC11

・五藤赤道儀＋E-zeus2
・CCD冷却カメラST-9EX
・電子ファインダー
<進捗状況>
・トランジット観測に必要な機材、
ソフトウェアの確保、整備が完了した

・ソフトウェアが正常に機能すること
が確認することができました

図13)校内機材

図4)西はりま天文台での観測の様子

図8)比較星1を用いた
相対光度の時間変化

図9)比較星2を用いた
相対光度の時間変化

図10)比較星3を用いた
相対光度の時間変化

2.58±0.09％
WASP-43b
の減光率

WASP-43bのトランジット観測データの解析について系統誤差の
理解やライトカーブの形状についてより深く解析していきたい。

表1)比較星ごとの減光率

図12)主星惑星半径比の
先行研究との比較

3.結果

図5)明るさの比 図6)カウント値

図11)主星と惑星の半径比の算出

<太陽系外惑星とは>
太陽以外の恒星の周りを公転する
惑星で、惑星系形成の謎や地球
外生命体の有無を解明するため
に重要な研究対象となっている

<トランジット法>
主星の前を惑星が通過するときに
起きる明るさの変化を観測し、系
外惑星の有無や半径を調べる方
法

図7)比較星について
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